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Android端末におけるプリインストールアプリに着目した資源

利用最適化手法 
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概要：現在広く普及しているスマートフォンは目まぐるしく発展しているが，未だに数多くの改善の余地がある．

その中の一つにスマートフォン内の限られた資源を有効活用するということが必要である．特にバッテリの持ち

の悪化や，メモリ使用量が増えることによって起こる不安定な動作などによってユーザビリティが低下している

点が問題である．また，日々スマートフォンを使用する中で通信事業者と契約を結びデータ通信を行っているが，

その通信事業者は多様化しており，近年では、格安 SIM と呼ばれることが多い MVNO(仮想移動体通信事業者)

の普及が進んでいる．従来の MNO(移動体通信事業者，以下キャリアと呼ぶ)契約時に購入したスマートフォン

の SIMカードを差し替えるだけで MVNOへ乗り換えることが可能であるが，そのスマートフォンのパフォーマ

ンスに不満を持っているユーザは買い替えを余儀なくされる．また，キャリアで購入したスマートフォンにはキ

ャリア独自のプリインストールアプリが存在し，ユーザがそれを使用していないにも関わらずユーザの知らない

間に限られた資源を使用している場合がある．それらのプリインストールアプリの存在を認識していない場合が

あり，削除するために端末を初期化しても OS に組み込まれているため削除できず，Android の開発用コマンド

を使用したアプリの削除は専門知識を有していない一般ユーザには困難である．以上の問題点を解決するため，

本論文では Android 端末を対象に一般ユーザ-でもキャリア製プリインストールアプリを削除できる Windows ア

プリケーションを開発し，Android 端末として，バッテリーの寿命および操作性という観点から評価した．  

 

 

1. はじめに     

現在スマートフォンは広く普及しており，人々の生活に

欠かせない存在となっている．中学生からスマートフォン

を所有し友達とのコミュニケーションをとっており，スマ

ートフォン依存症が問題視されるほど人々は常時アクセス

する癖がついている．調査によると，2017 年時点で世帯保

有率は 75.1％と 72.5％のパソコンを上回っており，個人の

保有状況は 60.9%と同じく高い普及率を示している[1]．  

数十年前に広く利用されていたフィーチャーフォンに比

べ，タッチパネルを使用することにより直感的な操作が可

能となったが，ユーザの不満というものは未だ存在する．

その中でも，購入当初は快適に使用できていたスマートフ

ォンでも一定期間使い続けると動作が重くなる，バッテリ

の持ち（以下待受時間と呼ぶ）が悪くなるなどの不満が残

っており，これらはユーザビリティを著しく低下させてい

る． 

それらの不満はスマートフォンにインストールされてい

るアプリが大きな影響を及ぼしている．しかし，高い普及

率に対して，自分が使用しているスマートフォンにインス

トールされているどのアプリがユーザビリティに悪影響を

及ぼしているかを判断できるユーザはごく少数であると考

える．更にスマートフォンのホーム画面に表示されること

のなく一般ユーザでは存在自体が認識されていないアプリ

の存在もあるため，一般ユーザが判別してアンインストー

ルすることは困難である．また，アプリの中にはスマート

フォン単体ではアンインストールが不可能なものまで存在

する．そのため，一般ユーザでも簡単な操作で不要なアプ

リをアンインストールし最適化できるものが必要である． 

現在の通信業界における大きな変化に対して，現在多く

のユーザが使用しているキャリア製のスマートフォンのユ

ーザビリティが低下している．生活の中でスマートフォン

を使用する上で通信事業者と契約をして使用する場合がほ

とんどを占めているが，従来は大手キャリアと契約を結ぶ

場合が主流であった．しかし 5 年前より格安 SIM と呼ばれ

ている仮想移動体通信事業者（MVNO）のシェアが増加し

続けており，垂直型から平行型へと大きく変化している． 

MNO から MVNO へ乗り換える際にスマートフォンの買

い替えが必要な場合がある．それはスマートフォンのパフ

ォーマンスの悪化や待受時間が短いために買い換えなけれ

ばならない場合である．本来ならば MNO で購入したスマー

トフォンでも乗り換え先のMVNOが発行するSIMカードを

挿入して設定するだけで使用できる．しかし，MNOで購入

したスマートフォンが乗り換えた先でも使用し続ける事が

できるパフォーマンスを持っている場合に限る．そのため，

通信事業者の乗り換え時においてスマートフォンの性能は

重要な要素である． 

また，MNO と MVNO の最も大きな違いは月額料金であ

り，月額料金を安く抑えるという目的で MVNOに乗り換え

るのが一般的である．その目的を達成するためにも，乗り

換え時に新しいスマートフォンを購入する必要の有無も重

要な要素であることが分かる． 
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2. 関連研究 

スマートフォンのパフォーマンスが低下する問題やバッ

テリ消費が激しくなってしまう問題を解決するために，省

電力化やレスポンス向上の手法として数多くの関連研究や

アプリの存在がある． 

関連研究では Android OSを改良するようなものやメーカ

ー側のカスタマイズについて述べられているが[2] [3]，現在

一般ユーザが使用しているスマートフォンの問題を解決で

きるようなものではない． 

Android アプリとして，Playストアにバッテリの持ちを伸

ばすと謳っているものや[4][5]，不要なアプリをアンインス

トールする[6][7]と謳っているアプリが存在するが，それら

はホーム画面からアンインストールできる一般ユーザレベ

ルのアンインストールや Android 端末標準の設定アプリか

ら変更できる部分を一括して操作できるに過ぎない．また

は，root権限を持っていなければ対象のアプリを削除できな

い．また，バッテリの持ちを伸ばすと謳っているアプリは

画面の輝度を低く，自動スリープ時間を短くする，アプリ

からの通知を無効にしたりするなどの簡易的な部分しか変

更できず，バックグラウンドで動作するプリインストール

アプリに関しては大半がアンインストールすることができ

ず強制停止することに留まり，結果的に大幅な待受時間の

延長やレスポンスの向上は期待できない．また，ユーザが

使用しているアプリや機能を制限するということは，ユー

ザビリティの低下につながる．よって，バックグラウンド

で動作している使用していないアプリをアンインストール

するという，余計なバッテリ消耗やメモリを占有させない

根本的な対策を一般ユーザのレベルで行える必要がある． 

日本国内で販売されているスマートフォンの多くは大手

キャリアから発売されている．そのスマートフォンにはオ

リジナルのスマートフォン（SIM フリー）にはインストー

ルされていないアプリが多数含まれており，それらがスマ

ートフォンの電池持ちや動作に大きな影響を及ぼしている

という点に着目した． 

本論文では，待受時間の延長とレスポンスをスムーズにし，

ユーザビリティの向上を目指す．また，スマートフォンに

ついて専門知識を有していない一般ユーザ，すなわちスマ

ホ素人でも簡単に手持ちのスマートフォンを最適化するア

プリを提案する．  

改善された OSを搭載しているスマートフォンでも，イン

ストールされているアプリが悪影響を及ぼす場合も考えら

れる．また，アプリストアに存在するような最適化アプリ

を使用しても表面上問題を解決しているように見えるが根

本的な解決には至らない．そのため，スマートフォンに搭

載される OSの改善と，そのスマートフォンにインストール

されるアプリの取捨選択との両方の観点からのアプローチ

が必要である． 

なお，本論文で Android端のみを対象としている理由とし

て，キャリアが販売している Android 端末特有の問題である

キャリア製プリインストールアプリケーションに着目して

いるためである．現在日本では Android OSまたは iOSが搭

載されているスマートフォンが半々程度に普及しているが，

iOS にはキャリア製プリインストールアプリケーションは

組み込まれておらず，キャリアから購入した iOS 端末を改

変するといったことはない．精々キャリアのプロファイル

をインストールする際にショートカットを生成する程度に

留まっている．また，それらのショートカットは一般ユー

ザでもホーム画面から簡単にアンインストールすることが

でき，起動してもブラウザ上で特定のウェブサイトに接続

されるといった仕組みのため，バッテリやメモリといった

資源に大きな影響は及ぼしていない． 

iOS端末に対してキャリアから購入したAndroid端末には

キャリアが独自に手を加えた OS が搭載されているため，工

場出荷状態からキャリア製プリインストールアプリが組み

込まれている． 

3. アプリの分類 

 スマートフォンには多くのアプリをインストールするこ

とが可能である．それらの動作や端末に及ぼす影響はアプ

リによって多種多様である．また，ユーザの意思でインス

トールするアプリの他にも，工場出荷状態からインストー

ルされているアプリがある．更に，ユーザの意思でインス

トールしたものでも実際にユーザが起動して使用している

アプリ（フォアグラウンド）の他に，起動していないのに

ユーザの目に見えない形で動作しているアプリ（バックグ

ラウンド）が存在する．そのため，実際に使用しているス

マートフォンにはどのようなアプリがインストールされて

いて，どのような動作をしているかをユーザが把握するこ

とは困難である．また，アプリによって動作やスマートフ

ォンに及ぼす影響も様々である． 

3.1 フォアグラウンドで動作するアプリ 

フォアグラウンドで動作するアプリは RAM 占有率やバ

ッテリ消耗が大きいが，ユーザの意思で起動したものであ

るため，端末への影響があっても許容するべきである．ま

た，ユーザの要求によって起動されたアプリが RAMやバッ

テリを使用することは妥当である． 

3.2 バックグラウンドで動作するアプリ 

バックグラウンドで動作するアプリは，フォアグラウン

ドのそれよりも端末への影響は少ない．しかし，ユーザが

意図してバックグラウンドで動作させているアプリより，

意図せず動作してしまっているアプリの方が多い．しかし，

ユーザの意図していないものでも，普段使用しているアプ

リの通知など必要なものもある．それらをアンインストー

ルしてしまうと，結果的にユーザの意図とは異なる動作を

してしまう． 
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図 1 スマートフォンにインストールされているアプリケ

ーションの分類 

3.3 ユーザが自らの意思でインストールするアプリ 

 図１はスマートフォンにインストールされているアプリ

の分類である．図１の A にあたるアプリは，ユーザの意思

でインストールされたアプリの中で使用するものである．

これらのアプリはその分 RAM やバッテリを多く使用する

が，それはフォアグラウンドアプリと同じくリソースを有

効活用しているということになる．また，ユーザがフォア

グラウンドのみならずバックグラウンドでの動作を期待し

てインストールしたものも含まれるため，ユーザ自身が起

動することはないが，アンインストールしてしまうとユー

ザの期待する動作ができなくなることが想定される． 

図１の B にあたるアプリはユーザの意思でインストール

されたアプリの中で使用しなくなったものや，使用するつ

もりでインストールしたが使わなくなったものである．こ

れらはフォアグラウンドでは動作しないものの，バックグ

ラウンドで動作する可能性があり，意図せず RAMやバッテ

リを使用されることがある．また，アプリ自体のデータ容

量によってスマートフォン本体の ROM も無駄になってし

まう．これらのアプリは一般ユーザがホーム画面からアン

インストールすることができるほか，スマートフォンの OS

によって一定期間使用されていないアプリを提示してアン

インストールを促すスマートフォンも存在する． 

以上のように，ユーザによってインストールされるアプ

リは自ら必要としてインストールする上，使用するかしな

いかはユーザ自身が把握している． 

3.4 工場出荷状態からインストールされているアプリ 

 図１の C,D,E,Fは，初期状態のスマートフォンにインスト

ールされているアプリである．これらを本稿ではプリイン

ストールアプリと呼ぶ． 

図１の C,E にあたるアプリは，ユーザが使用することの

あるプリインストールアプリである．これらは Aや C と同

じくユーザが使用するアプリであるため，バッテリやメモ

リを使用していたとしてもリソースを有効活用していると

いうことになる． 

 図１の D,F にあたるアプリは，プリインストールアプリ

の中でユーザが使用しないアプリである．これらのアプリ

はユーザが不要としているアプリである上，メモリやバッ

テリといったリソースが使用される事がある． 

 よって，B と同じくアンインストールすることがリソー

スの節約になるが，プリインストールアプリなので一般ユ

ーザがスマートフォンからアンインストールすることが不

可能なものが多く存在する．これらを一般ユーザがアンイ

ンストールできるようにすることが必要である． 

4. プリインストールアプリの問題点 

 日本で販売されている大手キャリアが販売しているスマ

ートフォンには，数多くのプリインストールアプリが存在

する．それに対して Android端末を開発したメーカー（例え

ば Xperia なら SONY，Galaxy なら Samsung）が携帯通信事

業者を通さず販売しているスマートフォン（SIM フリー端

末）には，キャリア製プリインストールアプリはインスト

ールされておらず，必要最低限のアプリのみがインストー

ルされている．そのため，ユーザは自分の必要なアプリの

みをインストールすることができ，限られたリソースを有

効活用することができる． 

しかし，各メーカーが日本で販売している機種には，SIM

フリー端末としての販売を行っておらず，キャリアを通し

た販売のみが行われている機種が数多く存在する．そのス

マートフォンを日本で購入して使用するためには，キャリ

アから購入する，もしくはキャリアが販売したスマートフ

ォンを中古で入手するという手段に限られてしまう．その

ようなスマートフォンにはキャリア製プリインストールア

プリがインストールされているため，限られたリソースを

有効活用することができない． 

プリインストールアプリは日本のキャリアを通して販売

されたスマートフォンに工場出荷状態からインストールさ

れているものであり，初期化を行ってもアンインストール

ができない．また，プリインストールアプリの多くはスマ

ートフォンからアンインストールできないものであるため，

一般ユーザにはアンインストールする手段が存在しないと

言える． 

5. 基礎実験 

5.1  実験内容 

前節のアプリの分類により，図１のキャリア製プリイン

ストールアプリをアンインストールすることで待受時間を

長くすることができると予想し，基礎実験を行った． 
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表 2 実験対象端末のスペック 

端末名 Galaxy S7 Edge (SC-02H) 

メーカー Samsung 

販売 Docomo 

OS Android 8.0 

CPU Qualcomm Snapdragon820 

RAM 4GB 

ROM 32GB 

バッテリ 3600mAh 

ディスプレイ 1440×2560(有機 EL） 

 

表 1 実験対象端末のスペック 

端末名 Galaxy S9 (SC-02K) 

メーカー Samsung 

販売 docomo 

OS Android 9.0 

CPU Qualcomm Snapdragon845 

RAM 4GB 

ROM 32GB 

バッテリ 3000mAh 

ディスプレイ 1440×2960(有機 EL） 

 

表 3 実験対象端末のスペック 

端末名 Xperia Z5（SOV32） 

メーカー Sony 

販売 au 

OS Android 7.0 

CPU Qualcomm Snapdragon810 

RAM 3GB 

ROM 32GB 

バッテリ 2900mAh 

ディスプレイ 1920×1080(液晶） 

 

表 4 実験対象端末のスペック 

端末名 Xperia Z4（SOV31） 

メーカー Sony 

販売 au 

OS Android 6.0 

CPU Qualcomm Snapdragon810 

RAM 3GB 

ROM 32GB 

バッテリ 2930mAh 

ディスプレイ 1920×1080(液晶） 

 

 

図 2キャリア製アプリの有無による変化 
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図 3 キャリア製アプリの有無による変化 
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図 4 キャリア製アプリの有無による変化 
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 基礎実験では 4 台のキャリアが販売したスマートフォン

を対象に実験を行った．各スマートフォンのスペックを表 1

から表４に示す． 

5.2 実験環境 

 初期化（工場出荷状態）された 4台の Android 端末は Play

ストアへのログイン等の最低限の初期設定を行い， 4 台の

端末をスリープ（無操作状態）で一定のバッテリ残量にな

るまで放置した．キャリア製アプリがインストールされて

いる端末とインストールされていない端末のバッテリ残量

の変動を測定し比較した． 

キャリア製アプリが存在する状態のスマートフォンには

プリインストールアプリとログ取得のためのアプリのみが

インストールされており，キャリア製アプリをアンインス

トールしたスマートフォンにはキャリア製アプリ以外のプ

リインストールアプリとログ取得のためのアプリのみがイ

ンストールされている． 

 基礎実験で使用する 4 台の Android 端末の設定は，Wi-Fi

は常時接続状態，SIM カードは挿入されていないため機内

モード，Bluetooth は ON など，両者同じ条件下で測定を行

った．各端末の測定結果を図 2から図 5に示す． 

なお，バッテリログは，Play ストアよりインストールし
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図 5 キャリア製アプリの有無による変化 
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図 6 キャリア製アプリの有無による変化 
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図 7 接続要求 

たアプリ[2]により SVC形式で取得し，グラフにした． 

5.3 アプリのアンインストール方法 

 本論文では， Android 端末と通信が可能なコマンドライ

ンツールである Android Debug Bridge (以下 ADB と呼ぶ)を

使用する．Android 端末と PC を USB ケーブルで接続し，

Package Manager(pm)ツールを使用して，インストールされ

ているパッケージを操作することができる．ADB コマンド

は Windows 上のコマンドプロンプトから実行し，接続され

ている Android 端末を操作できる．本論文で作成する

Windows アプリケーションは，ADB コマンドを含むバッチ

ファイルを次々実行していくことでインストールされてい

るアプリの中からキャリア製アプリを検出，アンインスト

ールを行う． 

5.4 基礎実験結果 

基礎実験の結果である図 2 から図 6 の通り，端末により

変化量に差があるものの，すべてのスマートフォンにおい

て無操作状態でもキャリア製プリインストールアプリが存

在している状態より，存在していない状態の方が待受時間

が長いことが分かった． 

また，図 2 から図 5 については SIM カードを挿入してい

ないため機内モードを ON にしていたが，図 7 では実際に

契約して通信している SIM カードを挿入した状態で計測し

た．図 7 でもキャリア製アプリアンインストール後の方が

大幅に待受時間が長くなっていることが分かった． 

以上の基礎実験により，スマートフォンを無操作状態で

放置した場合でもバッテリは消費され，キャリア製プリイ

ンストールアプリをアンインストールすることは待受時間

の延長に有用だということが分かった． 

6. 提案手法 

6.1 キャリア販売スマートフォンの問題点 

大手キャリアから販売された Android スマートフォンに

は，スマートフォン単体ではアンインストール不可能なア

プリがプリインストールされており，それらが RAMを専有

したりバックグラウンド動作がバッテリ消費による待受時

間を短縮させていたりしている．そのスマートフォンから

不要なアプリをアンインストールすることで，快適にその

スマートフォンを使用できるようにする． 

大手キャリアで既に購入したスマートフォンを長期間使

い続ける場合の問題は，キャリア製アプリをアンインスト

ールすることで解決できることを実験で確認した．（※新規

で入手した端末を使用してデータを取得中）しかし，その

作業は専門知識を有する人でないと完了できず，有してい

たとしても数多くのアプリを個別にアンインストールする

ためには，手間と時間を要する． 

これを解決するために，アプリを簡単にアンインストー

ルできる Windows アプリを開発する．また，現在使用して

いるスマートフォンを使い続けることでスマートフォンを

乗り換える必要がなくなるため，手間となるデータ移行作

業が不要になる． 

Android スマートフォン内にインストールされているア

プリは，パッケージ名という名前で管理されている．その

パッケージ名はアプリ名とは異なり，多くはアプリ名や開

発した会社の文字列から構成されている．前述したように，

大手キャリア販売のスマートフォンにはキャリア独自のア

プリをプリインストールしている．その点に着目し，PCに

接続されたスマートフォンにインストールされているアプ

リから，販売元のキャリアがインストールしたアプリを特

定しアンインストールすることで，待受時間やレスポンス

の向上を目指す． 

6.2 本アプリの動き 

ADB コマンドをバッチファイルに書き込み，コマンドプ

ロンプトでコマンドを打つこと無く一連の作業が終了でき

る． 

6.2.1 Android 端末の接続確認 

接続された Android 端末が，ADB コマンドが実行され正

常に動作する状態であるかを確認するために，本アプリ起
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動時に ADB コマンド「adb shell pm list packages」を実行す

る．このコマンドが正常に実行でき，返り値が 0 であれば

Android 端末が正常に接続されたと判断し，本アプリのウィ

ンドウが画面に表示される．上記の ADB コマンドを実行し

た際に返り値が 0 でない場合は接続が正常に行えていない

と判断し，再び USBデバッグを有効化するよう促すアラー

トが表示される．このアラートは Android 端末が正常に接続

されるまで何度も表示されるようループさせている． 

ウィンドウには「解析」と「実行」の２つのボタン，そ

の下にプログレスバーを配置する．接続が確認された段階

では「解析」ボタンのみクリックできる状態とする． 

6.2.2 インストールされているアプリを把握 

ADB コマンド「adb shell pm list package -f >C:/hoge/list.txt」

を含むバッチファイル”getlist.bat”を指定したディレクトリ

に生成し実行する．このコマンドでは接続された Android

端末にインストールされている全アプリのパッケージ名

（ホーム画面に表示されるアプリ名とは異なり，Android端

末内部でのアプリにつけられている名前）と，そのアプリ

が Android 端末上の何処にインストールされているかを示

すパスを”list.txt”に出力する． 

6.2.3 キャリアの判別 

6.2.2 で生成された”list.txt”を一行ずつ読み込み，Android

端末内にインストールされている全てのアプリのパッケー

ジ名とディレクトリから，キャリアによって異なるパッケ

ージ名に付けるパッケージ名やディレクトリ名のキーワー

ド（docomo であれば「docomo,ntt,dcm,nttdocomo」，au であ

れば「auone,kddi」）で検索する．そのキーワードに一致する

行が多かったキャリアを，接続された Android 端末の販売元

として決定する．それにはコマンドライン「findstr /I “キ

ーワード” C:/hoge/list.txt > C:/hoge/pickup.txt」を含むバッ

チファイル”pickup.bat”を生成，実行し”pickup.txt”に出

力する． 

6.2.4 キャリア製アプリを特定 

6.2.3 で判別したキャリア名に関連するキーワードを引数

とし，全アプリのパッケージ名とディレクトリ名からキー

ワードを含むパッケージ名とディレクトリ名を取得する．

これには ADB コマンド「adb shell pm list package -f “キー

ワード " > C:/hoge/listall.txt」を含むバッチファイル”

pickup.bat”を生成し，実行し”listall.txt”にディレクトリ名

とパッケージ名を出力する． 

6.2.5 アンインストール対象のアプリを抽出 

6.2.4 で出力した”listall.txt”の文字列を使用し，アンイン

ストール対象としたアプリの APK ファイルを，ディレクト

リ”apk”に転送するコマンドライン「cd C:/hoge/apk“アン

インストール対象のアプリのパス パッケージ名”」を含む

文字列に変換，それを含むバッチファイル”apkpull.bat”を

生成し実行する．ディレクトリ”apk”は解析開始時に作成

している．これにより Android端末からディレクトリ”apk”

へアンインストール対象のアプリの APKファイルが”パッ

ケージ名.apk”として抽出される． 

6.2.6 抽出した APKからアプリ名を特定 

6.2.5 で抽出した APKファイルをコマンドライン「aapt d 

badging " 抽出した APK ファイルのパス " | findstr 

"application:" >> 抽出した APK ファイルのパス"+".txt」を含

むバッチファイル”getappname.bat”を生成し実行すること

で，Android 端末から抽出した APKファイルから，Android

のホーム画面に表示されるようなアプリ名を含むテキスト

ファイル”パッケージ名.txt”が生成される．このファイル

は，ユーザがアンインストールするアプリをアプリ名を見

て選択できる機能を今後実装するために必要となる． 

6.2.7 アンインストール用 ADB コマンドに変換しバッチフ

ァイル生成 

6.2.3 で生成した”pickup.txt”（キャリア製アプリのパッケ

ージ名とパスが記述されている）の文字列を，ADB コマン

ド「adb shell pm uninstall -k --user 0 “パッケージ名”」に変

換し，それを含むバッチファイル”del.bat”を生成する．こ

の ADB コマンドは接続された Android 端末から”パッケー

ジ名”に該当するアプリをアンインストールするものであ

る．「uninstall -k --user 0」の部分は Android バージョンによ

って異なるため，対象となる Android 端末のバージョンを取

得し正確に実行できるコマンドに変換している． 

アンインストール用バッチファイル”del.bat”が生成され

た段階でウィンドウの左側に配置されている「解析」ボタ

ンはクリックできなくなり，「実行」ボタンがクリックでき

るようになる． 

6.2.8 アプリアンインストール用バッチファイル実行 

6.2.7 で生成したバッチファイル”del.bat”を実行する．

このバッチファイルに含まれるADBコマンドの実行が終了

した時点で２つのボタンはクリックできなくなる． 

6.3 操作仕様 

 以下の手順でユーザは Android 端末や本アプリを操作し

キャリア製アプリをアンインストールする． 

1.対象となるAndroid端末の設定アプリ→端末情報→ビルド

番号の項目を連打し，開発者オプションを有効化する． 

2.開発者オプションから開発者モードを有効化する． 

3.開発者オプション内の項目から USB デバッグを有効化す

る． 

4.本アプリが動作する PC に Android 端末を USB ケーブル

(MTP)で接続する． 
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図 9 接続完了 

 

図 10 解析開始 

 

図 12 アンインストール中 

 

図 13 アンインストール完了 

 

図 8 接続エラー 

 

図 11 解析後 

表 5 本アプリのアンインストール率 

 全パッケージ数

(個) 

検出数

(個) 

削除数

(個) 

削除率

(%) 

Galaxy S9 429 60 58 96.666667 

Galaxy S7 Edge 406 62 60 96.774194 

Xperia Z5 425 48 48 100 

Xperia Z4 419 46 46 100 

 

5.

本

ア

プ

リ

が

上

記

の

初

期

設

定

が さ

れ て

い る

か を

チ ェ

ッ ク

(図７から図 9)した後，正常に接続できていたらメインウィ

ンドウが表示される． 

6.ウィンドウ左側の「解析」ボタンのみがクリックできる状

態なのでクリックし，解析が終了（コマンドプロンプトの

ウィンドウが自動的に終了）するまで待つ． 

7.解析が終了したらウィンドウ右側の「実行」ボタンがクリ

ックできるようになるので(図 11)，クリックしてキャリア製

アプリのアンインストールが終了するまで待つ．(図 12) 

8.アンインストール実行が終了（コマンドプロンプトのウィ

ンドウが自動的に終了）したら，PC と Android 端末の接続

を解除する． 

7. 性能評価 

 提案手法を用いて作成した Windows アプリ（以下，本ア

プリと表す）以下の項目で評価する． 

表 1 から表 4 の実験端末を対象に，本アプリを使用し，

キャリア製プリインストールアプリをアンインストールす

る．Windows 搭載のデスクトップパソコン上で本アプリを

実行する． 

7.1 キャリア製アプリをアンインストールする正確性 

 本アプリは，インストールされているパッケージ名，パ

ス，端末の販売元という要素のみで抽出して削除している．

しかし，キャリア販売の Android 端末には事前に端末側から

設定の変更などを行っていなければアンインストールでき

ないアプリが一部存在するため，本アプリが生成した削除

コマンドのみではアンインストールできない状態が発生す

る可能性がある．それに対し，専門知識を有しているユー

ザがキャリア製アプリをコマンドプロンプトからアンイン

ストールする場合は，アイコン，パッケージ名，アプリ名，

通知の内容などからキャリア製アプリであるかを判別する．

それらの要素から削除コマンドを実行するため，削除コマ

ンドの正確性は高いと考えられる． 

 今回の実験で使用した端末にインストールされているア

プリケーションの数と，本アプリを使用して検出されたキ

ャリア製アプリの数を表５に示す． 

7.2 スマートフォンの待受時間の変化 

ⓒ 2020 Information Processing Society of Japan

Vol.2020-GN-109 No.1
Vol.2020-CDS-27 No.1
Vol.2020-DCC-24 No.1

2020/1/23



情報処理学会研究報告 

IPSJ SIG Technical Report 

 

 

 8 
 

 

図 14 本アプリ使用時のバッテリ変動と比較 
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図 15 本アプリ使用時のバッテリ変動と比較 
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図 16 本アプリ使用時のバッテリ変動と比較 
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図 17 本アプリ使用時のバッテリ変動と比較 
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図 18 本アプリ使用時のバッテリ変動と比較 
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 基礎実験にてキャリア製プリインストールアプリをアン

インストールすることで待受時間が延びたことが分かった

が，それは専門知識を有しているユーザが手動でキャリア

製アプリを検出しアンインストールした際の結果である．

本評価では，本アプリを用いてキャリア製アプリをアンイ

ンストールした場合，基礎実験のように一般ユーザでも行

える作業のみで待受時間が延長したかを評価する． 

 基礎実験と同様の環境で，キャリア製プリインストール

アプリがインストールされている端末のバッテリログ，専

門知識を有するユーザが手動でキャリアアプリをコマンド

ラインからアンインストールした端末のバッテリログ，本

アプリを使用してキャリア製アプリをアンインストールし

た端末のバッテリログを取得した．結果を図 14 から図 18

に示す． 

8. 考察 

8.1 キャリア製アプリをアンインストールする正確性につ

いて 

 表 5の削除コマンドの結果から，異なる Androidのバージ

ョンでもアンインストールの成功率は高いと言える．しか

し，２台の端末内で削除できなかった２個のアプリはいず

れもキャリア製アプリであり，Android 端末を紛失した際に

遠隔で初期化，ロックをかける機能を持っているものであ

る．しかし，キャリアとの契約を解除した時点で利用不可

となるアプリであることには変わらないため，本アプリの

目的としてはアンインストールされるべきアプリであった

といえる．それらは Android端末側の設定アプリから「デバ

イス管理アプリ」という権限を外してからでないとアンイ

ンストールは不可能であった． 

8.2 スマートフォンの待受時間の変化について 

図 14 から図 18 の全ての端末において，キャリア製アプ

リがインストールされている状態に比べ，本アプリを使用

しキャリア製アプリをアンインストールした状態の方が待

受時間が長くなっていることが分かる．基礎実験と同じく，

キャリア製アプリをアンインストールすることは待受時間

が長くなった．また，図 14 と図 15 の端末では，手動でキ

ャリア製アプリをアンインストールした状態より本アプリ

を使用してキャリア製アプリをアンインストールした方が

待受時間が長くなっている．しかし，図 17 と図 18 ではキ

ャリア製アプリがインストールされている状態と比べて待

受時間が長くなっているものの，手動でアンインストール

した状態と比べ大きく差が開いている． 

 

9. おわりに 

 本論文では，移動体通信事業者が販売する Android 端末に

プリインストールされているアプリが待受時間に及ぼす影

響を測定した．待受時間を伸ばすためにはプリインストー
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ルアプリをアンインストールする必要があるが，アンイン

ストールには専門知識を有していないと困難である．販売

元によって異なるキャリア製アプリを一般ユーザでも簡単

な操作で削除できる Windows アプリケーションを作成した．

また，そのアプリを使用してキャリア製アプリを削除した

結果，アンインストール前に比べて待機時間の延長に成功

した．対象の端末によっては専門知識を有している人がア

ンインストールした場合と同等，又はそれ以上の待機時間

延長に成功した． 

 今後はキャリア製アプリの検出の精度を向上させ更に待

機時間の延長を目指す．また，本アプリを実際に一般ユー

ザに使用してもらい，問題なくキャリア製アプリの削除が

可能か実験が必要である．また，被験者の行動や疑問をア

ンケートや行動観察を行い，本アプリを使いやすいものに

改善していく．また，手動でキャリア製アプリをアンイン

ストールした場合にかかる時間や手間（キーボードの打鍵

回数，マウスのクリック数，不明な点を解決する情報をイ

ンターネット等で入手する作業量など）を計測し，ユーザ

への負担がどのくらい低減したのかを評価していく． 

 また，本アプリではアプリケーションのパッケージ名，

パス，端末の販売元のみから判別しているため，キャリア

製プリインストールアプリケーションでも検出できていな

いものが複数見られた．それらを検出できるようにアプリ

の通信ログやパッケージの内部情報から判別できるように

改良を加えることができると考える． 

 

謝辞 MS-Word のテンプレートファイルの作成にご協力

頂いた皆様に，謹んで感謝の意を表する． 
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